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緒

著者ハ前同 二於 テ肺結核患者 白血球 ノ墨粒 貧喰

能{裏,二就 テ述 プル慮 ガ ァツタ。 今同 ハ結核菌 ヲ

用 ヒテ、 同 ジク結核 患者 白1血球 ノ喰菌能 如何 ヲ

知 ラ ン ト欲 シテ此研究 業績 ヲ得 タ ノデ アル。

借從來 白血球 ノ喰菌現 象検査 法 トシテ著名 ナル

モノラ求 ムルニ、Wright(t)ノ 「オプ ソニ ン」試

験 法、NeufeldαUノ 「トロピー ンj試験 法、大谷

氏 ①血漿喰菌試験法等 テ推 スコ トガ出來 ル。 是

等 ハ何 レモ被検者 ノ血 清、若 シクハ血 漿 ノ或作

用 ラ主 トシテ検査 ノ封象 トシタモ ノデアツテ、

夫等 ノ業績 ノ極 メテ重要 ナルモ ノデァル コ トハ

勿論唆 々テ要 シナイガ、今 日著者 ガ各種 ノ駄態

ラ異 ニ スル白血球夫 自身 ヲ被検封象 トナ セル試

験 トハ自 ラ相違 ガアル ノデ暫 ク欄 レナ ィコ ト・

ス ルo

之 二封 シ血清、 白霊且球諸共 二、乃 チ患者 ノ全血

液 二結 核菌 ヲ作用 セシメタル モ ノ ニ ハ婁 キニ

Platonow《2),Sabin(3),紺 田 氏(l」等 ノ試験 セ ラ

言

レタルモ ノテ見 出 スコ トガ出來 ル。

尤 モ其 時 ノ白血球 ノ態度 ハ白血球 夫自身 ノ生活

力 ヲ直 二示 スモ ノ ト云 フコ トガ出來 ナ イシ、叉

血漿 ノ作用 ノ ミニ懸 ル トモ噺定出來 ナ ィノデァ

ル ガ、以上 ノ試験 ハ兎二角 二患者血液 内 ノ白血

球 ノ活動状態 テ直接 二椎 測 スル ノ手懸 リ トナル

モ ノ ト云 ヒ得 ヤ ウ ト思 フ。

著者 ノ試験 法 モ亦後 者 ノ種類 ノモ ノニ属 スノレ。

詳細 ナル試験 法 ノ明記 ハ後述 ノ如 クデアル ガ、

ソノ方法 ハ寧 ロPlatonow氏 ノ夫 二近 イモ ノ

デアル。紺 田氏法 ト云 ヒ、Platonow氏 法 ト云

ヒ、夫々 二特長 テ有 スルモ ノデア リ、一得一失

ラ有 スル.種 々 二工夫 セラ レタル方法 テ方鯵
、

叉凡ユ ル條件 ノ下 二観察 シテ正鵠 テ得 タル判断

二到達 ス可 キ コ トハ吾等 ノ恒 二心掛 ク可 キ コ ト

デア リ、又此種 ノ業績 ノー モ多 キラ望 マル ・所

以 テナ スモ ノデ ァル。
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検査方法

検 査材料 、早朝 室腹 時 二健康 人及 ビ肺結核患者

ノ肘 静脈 ヨリ探血 シ、次 二述 ブルガ如 キ術式 二

於 テ喰菌能検 査 ヲ施 行 シタ。

喰菌能検 査方法、先 ヅ「キル ヒネ ルJ液 状培養基

内二於 テ、約1ケ 月間培 養 シ、旺 二繁硝 セル人

型菌 テ撮 氏百度 ニ テ1時 間煮沸 殺菌 シ、上清 ヲ

棄 テ ・後 、菌 ヲ幾同 モ洗 ヒ、更 二之 デ分 離 シテ

「エキ シカー トル」中 二乾燥 貯藏 シタ
。此 モ ノテ

ー・白金耳探 リ、清潔 ナル璃璃乳 鉢 二入 レ、拘襯i

酸曹 達 テ1.5%ノ 割合 二溶 解 セル生理的食盤水

テ滴 下 シ乍 ラ輕 ク而 モ充分 二研 磨 スル。 乾燥菌

一・白金 耳 二就 テ加 ヘ タル絢構 酸曹達加生理 的食

盤水 ハ約0・5蝿 ニ シテ、恒 二肉眼的 二略 く一・定

ノ乳濁度 合 トナル マデ滴下 シタ。次 二充分 二混

和 シテ乳濁 セル菌俘游液 テ清浄 ナル「スピ.ツ グ

ラス」二 〇・5蝿宛分注 シテ試験 二 具 ヘル。之用

意 セラ レタル 「スピッツグ ラス」二被検者 ノ肘静

脈 カ ラ注射器 二依 ツテ探取 シタ1妬 ノ血液 テ迅

速 二稽 賜星ク注 入混和 シ、直 二囁 氏37度 ノ鱒卵

器内 二静 置 セ シメル。探血 ノ際使用 シタ注射針

ハ注 入 ノ際 混和 ヨロ シキラ得 ル タメニ成可 ク細

キモ ノテ用 ヒタ。菌浮游液 テ作製 スル爲 ノ絢構

酸曹達加食藍 水ハ恒 二調製後5日 以 内 ノモ ノテ

使 用 シ、菌懸濁液 ハ試験 二際 シテ毎回新 シク調

製 シタ。

艀卵器 内 ニテ30分 間喰菌 テ行 ハ シメ タル 後 ハ

之 テ取 リ出 シ、遽心器 ニテ1000同 、7分 間廻轄

シ、最 上層 ノ菌俘游液蚊 二沈 下 シタ血液 ノ上層

部 ハ凡 テ 之 テ毛管 「ヒペ.ト 」デ静 カニ 吸 引 シテ

捨 テ去 リ、沈 下 シタ血液 ノ最下層 ノ ミテ、 同 ジ

ク毛管 「ビペ.ソト」デ静 二 吸 引 シテ載物硝子面 二

塗抹 シ、rメ チール ァル コホル」デ30分 間 固定 シ
　も り の

タル後 「フクシンアニ リン」水 デ15分 間染 色 シ、

次 デ か ㍉ ト氏液 ニテ脱色 シ、ヨク水洗 シタル後

乾燥…シ、更 二May-Giemsa氏 液 ヲ以 テ後 染色

ラ施 シテ鏡検 二供 シタ。

斯 ル方法 ニ ヨツテ染色 シタ余 ノ標 本 二魂 ツテハ

白血球 ノ胞盟 及 ビソノ核 ハ鮮 明 ニ シテ、且 ツ又

胞禮 中 二貧喰 セ ラ レタル結核 菌 バー ツ哺 ツ明カ

ニ見得 ラレル。 而 モ白血球胞盟 中 二存 スル菌以

外 二標 本中散 在 セル菌 ト云 フモ ノハ殆 ン ド存 セ

ズ、何 レモ貧喰 セ ラレタルモ ノナ ルコ トヲ明二

知 リ得 ル ノデアル。夫 バー一二違心 セル血液 ノ最

下層 ヲ探 取 セル コ トニ ヨル モ ノデ アルガ、余 ハ

更 二此事 ノ爲二白血球 ノ卸 食セル ト然 ラザ ルモ

ノ ・分布 二攣動 ラ來 セル コ トナキカヲ疑 問 トシ

テ沈 下血液 ノ最 上部 テ探 ツテ、 之 ラ生理 的食盤

水 テ以 テ撒 同洗縢 シ、 ヨク行 ハ レタル標本 二於

テ最 下層 テ探 リタルモ ノト比較 シタ。然 ル ニコ

ノ比較 ノ結果 ハ正 二第1表 二示 スガ如 クデアツ

テ殆 ンドヨクー致 セルニ近 キ成績 テ得 タ ノデア

ル。以 テ前記 ノ疑黙 テー掃 スル テ得 タモ ノ ト思

惟 スル。

百分率 テ得 ンガ爲 メニ實際 二讃 メル中性 多核 自

血球 ノ数 ハ100個 、 而 シテ分核数 ト食喰 セル菌

婁女テー ノ?精細 二言已スル コ トテ言式ミタo

第 1 表

沈下血球沈下血球
上層ノ貧下層ノ貧
喰率 喰率

沈下血球
上層ノ貧
喰率

沈下血球
下層ノ剣
喰奉

A 89 96 E
-

F
-

G一

96 !92

1

と

{
i

B 96 98 94 96

C 79 77 97 98

D 84 79

爾被検患者二就 テソノ全白血球撒テモ前報 ノ如

ク比較的精密二計算 シテ参考 トスル所ガアヅ

タ。

實験成績

被検症例疾病駄態 ノ簡軍ナル紹介拉 二得 タル成

績 ノ逐一 ノ値 テ"括 シ示 セバ第2表 及第3表 ノ

如 クデ アルガ、設明 二便 ナ ランガ爲 メニ次 ノ如

ク便宜上 ノ統計學的麗 輝 ヲ行 ヒ、節 ラ追 フテ内
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容 ヲ検討 スル。

第2表 健康者二於ケ;y喰 菌能成績

鵯闘 矧 酬 年齢障蜷 匝菌響轍劉翻 釧 年齢障騨 喰菌率
1311X 1 ♂ 43 9.0 99 2811X 24 辛 44 99

1311X 2 含 35 88 3/X 25 皐 21 7.5 72

1411X 3 公 34 6.8 98 31X 26 ♀ 68 6.4 81

1411X 4 舎 49 7.0 97 51X 27 早 49 6.8 97

15/IX 5 舎 36

費

100

一 …

51X 28 舎 41 69

1511X 6 ♀ 128 6.2 99 61X 29 舎 58 8.4 go

1611X 7 副41 6.9 99 61X 30 舎 28 90

1611X 8

劃22
8.0 100

一
91X 31 皐 66 8.0 87

1711X 9 ♀・23 6.3 99 91X 32 皐 23 5.7 70

17/IX 10 ♀ 131 6.0 99 111X , 33 舎 59 6.8 100

18/1X 11 茅 28 8.1 go 11/X 34 ♀ 67 4.5 99

1811X 12 辛 27 6.8 97 141X 35 ♀ 53 6.7 go

1911X 13 ♀ 35 6.8 98 141X 36 辛 63 7.9 98

1911X 14 皐 37 6.5 94 171X 37 舎 36 4.8 82

20/IX 15 公 59 99 191X 38 ♀ 40 7.0 76

2011X 16 ♀ 29 6.1 100 21/X 39 ♂ 35 7.5 76

2111X 17 ♀ 62 5.3 64 261X 40 ♀ 26 6.6 96

2111X 18 早 60 5.8 82 261X 41
-一
42

皐 28 7.4 95

2211X 19 ♀ 44 63 271X 皐 22 73

22/IX 20 早 55 88 91XI 43 ♀ 55 7.4 75

2611X 21 辛 62 5.7 78 151XI 44 ♀ 49 8.1 81

2611X 22 茅 60 5.8 91 151XI 45 ♀ 63 5.2 75

2811X 23 ㌦♀ 55
塾

100 11X∬ 46 公 43 9.2 92

第3表 患者二於ケル喰菌能成績

検 査
月 日
1934年

検査番號性別年齢
白 血
球 数
千軍位

喰菌
率 症 齢 状

221V皿 1
-

2
-

3
-

4
-

5
-

6
-

7
-

8一

9
-

10

舎一
舎

37 67 空洞形成ヲ有スル左上葉及右全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎性開放性結核

22ノ㎜【 37 83一
88

-

86
-

91
-

89
-

96
--

90
-

37
-

79
-

84
-

96

空洞形成ヲ有スル左全葉及右全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎性開放性結核

24/vm ♂一
舎一
舎一
♂一
舎

33
-

31
-

26

左全葉及右上葉ノ領域二於ケル進行性硬化性開放性結核

24/V皿 左上葉及右肺門部ノ領域二於ケル停止性肺炎性閉鎮性結核

25/vm

___一

雨側全葉ノ領域二於ケル停止性硬化性開放性結核
～

261V皿 45
-

18
-

23
-

19
-

17
-

15
-

19
-

22
-

20
-

26

}}一_

左全葉及右上葉ノ領域二於ケル停止性硬化性開放性結核

28/V皿 6.7

一 一 一

右下葉ノ領域二於ケル進行性硬化性開放性結核

281V皿

一
舎一
舎一
♂一
含一
含一
舎一
♀一
皐

7.8

一 一}

一 一 蝋

_{

一 一 一

__{

空洞形成ヲ有スル右全葉ノ領域二於ケル停止性硬化性開放性結核
一

}一 、

『

㎜

……… ㎜皿

291V皿

… 一一

雨側全葉ノ領域二於ケ,レ進行性肺炎性開放性結核勲結核性腎臓炎

7/IX 14.6
㌦{

右全葉及左上葉ノ領域二於ケ期進行性肺炎性開放性結核、療痙

711X 11
-

12
-

13
-

14
-

15

12.4
… …㎜㎜

雨側全葉ノ領域二於クル進行性肺炎性開放性結核、腎臓炎

10.6 空洞形成ヲ有スル雨側全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎性開放性結核8/IX

811X 16.0 91
-

94
-

95

空洞形成 ヲ有スル雨側全葉 ノ領域二於ケル進行性肺炎性開放性結核

9.6
『w一

左全葉ノ領域二於ケル停止性肺炎性開放性結核、腹膜炎

1
1111×

1111X

一

8.8

… 噛{一

左全葉及右上葉ノ領域二於ケル停止性硬化性開放性結核
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15/X 16
-

17
}

18
-

19
}

20

-

21

22
-

23

辛一
♀『
辛『
♂一

♂
心
♂}
辛一
舎一

舎
一
♂一

一

♂
一
舎一
舎㎝
舎一
舎一
早一
♂一

17 9.8 97一
97一

里
68

}

70

一

旦
旦
旦

竺
97

-

85一

竺
9亀

重
互
坐
里
里
49一

量
盟
旦
量
74一

塾
里
匿
亙
里
49

-

59一

竺
量
67

__}_一 …

雨側全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎性開放性結核、痔痩
151X

一
22

-

18
-

23

11.1 雨側全葉ノ領域二於クレ進行性肺炎性開放性結核
17/X 11.2 空洞形成 ヲ有スル雨側全葉 ノ領域 二於ケル進行性肺炎性開放性結核、腸結核

191X 17.6 雨側全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎性開放性結核、結核性腎臓炎、脚氣

211X

㎜

28

-

32
-

23
-

23
-

37

-

52
-

24
-

21

-

18　

里
22

-

30
-

24
-

24
-

17
-

28一

旦
25

-

20
-

21
-

39
-

30

万
一
32
_1
25

-

30
-

27
-

26
-

17

11.0 空洞形成 ヲ有スル雨側全葉 ノ領域 二於ケ,レ進行性肺炎性開放性結核、喉頭結
核

221X 14.1 雨側全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎性開放性結楓 痔痩

221X
_鱈一

5.8 空洞形成ヲ有スル右全葉ノ領域二於ケル停止性硬化性開放性結核

30/X 9.8 空洞形成 ヲ有ス,レ左全葉 ノ領域 二於ケ,レ進行性肺炎性開放性結核

301X 24 22.9 空洞形成ヲ有スル左上葉及膚全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎性開放性結核、
糖尿病

11XI 6.5 雨側全葉 ノ領域 二於ケノレ停止性硬化性開放性結核、痔疲

1ハ【1 2句 ♂ 11.2 空洞形成ヲ有スル右全葉及左上葉ノ領域二於ケル進行性肺炎性開放性結核

31XI

25一

牙
一
28

-

29
}

30
-

31
-

32
_-

33
-

34
-

35
-

36
-

37
-

38
-

39
-

40
-

41
-

42
-

43
-

44
-

45
-

46
-

47
-

48
}

49

♂一
舎一
♂一
♀一
♀一
♂一
♀一
皐一
♂一
舎
一
♀一
♂一
舎一
♀一
皐一
舎

11.1 雨側全葉ノ領域二於ケァレ進行性肺炎性開放性結楓 痔痩 腹膜炎、喉頭結核、
腎臓炎

3!XI 12.8 雨側全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎性開放性結核、痔痙

41XI 18.0 雨側全葉 ノ領域二於ク,レ進行性肺炎性開放性結核、痔疲

41XI 9.5 左全葉及右肺門部ノ領域二於ケル停止性硬化性開放性結核

5/XI 11.1 空洞形成ヲ有スル雨側全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎性開放性結核

5/XI 7.8 左上葉及右肺門部ノ領域二於ケル停止性硬化性閉鎮性結該、腹膜炎

91XI 13.1 左全葉ノ領域二於ケル停止性肺炎性開放性結核

10/XI 11.4
}㎝}

右上葉ノ領域二於ケル進行性肺炎性開放性結核
10/XI 14.8 空洞形成ヲ有スル雨側全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎性開放性結核

181XI 12.0

一

右全葉及左上葉ノ領域二於ケル停止性肺炎性開放性結核
19/XI 7.4 空洞形成 ヲ有スル左全葉 ノ領域 二於ケ〃停止性肺炎性開放性結核

191XI 153 空洞形成 ヲ有ス,レ左全葉 ノ領域二於ケル進行性肺炎性開放性結核

21/XI 8.1 空洞形成 ヲ有スル右全葉 ノ領域 二於ケル停止性硬化性開放性結核
躍

21/XI 5.4

畠

右上葉 ・領域二於ケル停止性硬化性閉鎮性結核
22/XI 10.5

一　 一}一}、'　 -　_},一 一 一 一 〔

左全葉ノ領域二於ケル停止性肺炎性開放性結核一
251XI 5.9

___一_哨 一}一 一r一 一一 一 一 一一}}　 }精

左下葉 ノ領域 二於ケル潜伏二傾ケル閉鎮性結核

26/XI 8.2
一一 一一

空洞形成ヲ有 スル左上葉 ノ領域二於ケル停止性硬牝性結核

261XI 12.7 左全葉及右全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎性開放性結核

28/XI 9.1 雨側全葉ノ領域二於ケル停止性硬牝性開放性結核

28枢1 11.8

肩一 一一

_}昌 一

一}　 鼎

雨側全葉 ノ領域二於ケル進行性肺炎性開放性結核、痔痩
一 常 轍

嘗一判 一 『 轍

301VI 12.9 雨側全葉ノ領域二於ケル進行性肺炎性開放性結核

30/XI
一一

12.5 雨側全葉 ノ領域二於ケノレ進行性肺炎性開放性結核

1!X∬

一
23 5.5

一_一 一 一 一一 嘗一 嘗…

右上葉 ノ領域二於ヶ'レ停止性硬仕性閉鎮性結核

第 一節 喰菌 率 ノ健 康者

及 患者 二於 ケノン比較

健康者46例 カラ得 タ成績 ハ第4

表二示 シタ如 ク、中性多核白血球

ノ喰菌李ハ65%以 上100%テ 示

シ、 ソノ李均値ハ88.37ノ 高李 テ

表 シテ居ル。

然 ルニ肺結核患者49例 二在 ツ テ

第4表

ノ

喰 菌 率 ノ 比 較

…塞菌肇 璽
計

竺憩螢壁肇璽笥
8085[9・95
__}_._

100 合計
一
統 計 値
一_____一

1}
i

一一

1 M=88.37±1.135鯨
者 i

3 3 5 4'2;8516 46 σ=11。62±0、808

『 }

i-i-[一 一 一 一 一鱒 一
f

V=13.2±0。932

1[
一
M謹75.52±1.670

患者 1 1 3.31i 6 2 6 2

i-「 一「一

『6161011
49 σ=1?.49±1.181

…

[} V=23。08±1.728

M=算 術李均値±確率誤差
σ=標 準 偏差±確率誤差
V=髪 化係 数±確李誤差
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ハ 寡 キハ31%二 達 シ、 李均値75.52ト 云 フ値

ラ得 タ。之 ラ健康者例 二比較 スル時 ハ遙 二低卒

ナル値 テ示 シテ居 ル ノデアル。

第 二 節 健 康 者 二於 ケ ノン中 性 多

,核 分 核 歎 ト喰 菌 能 トノ關 係

假 二健康者 中 デモ喰菌卒 ノ高 カ リシモ ノ、例 ヘ

バ95%以 上 ノモ ノ10例 テ選 ンデ、 ソノ中性多

核 白血球 ノ核 分葉激 トノ關係 テ第5表 二表 シテ

見ル。之 テ見 ル ニ何 レノ核分葉数 ラ示 スモ ノニ

アリテモ、1-7個 貧 喰 セルモ ノ ・申 デハ4個

ヲ喰 スルモ ノニ於 テ最 モ多撒 ナル テ知 リ得 ル。

又8個 以上貧喰 セルモ ノモ(之 以上 ハ何個 ト庭

第5表

性

核
陰分
薮

核

葉

A

蔭

『0}112「 否1

別 スル コ トガ出來 ナイデ8個 以上 トシタガ)意

外 二多撒 デ、袷 ぞ非常 二多撒 二貧喰 スル群 ト、
ぎ

中等 度 二喰 シ得 ル別 ノ白血球群 トニ群 ヲ別 チ得

ル ガ如 キ結果 ラ得 タ。乃 チ之 ラ圖 二依 ツテ示 ス

ナ ラバ、 第1圃 ノ如 クデアツテ誠 二興 味深 イモ

ノガアル。而 シテ爾仔細 二観察 ヲ進 メル ト、核

分麹 数 ノ多 クナル ニ連 レテ ソノ核分葉数 ラ示 ス

全 白血球 撒 二封 スル、ヨク貧喰 スル(8個 以上)

群 ノ割合 ガ45・6、39・8、33・1、25.9%b云 フ

檬 二次第 二減 ジテ、從 ツテ ヨリ寡 ク喰 フ群 ノ比

卒 ガ次 第 二上昇 シテ來 ル傾 向 ガ存 スル コ トガ知

ラレル ノァ アル。

291

8152

3励
4

『
「
」
勤第

130

527

1

1195

%

再 剛617障%

健康者二於ヶル白血球喰菌能・

群IB群

李均菌撒及
其確率誤差

9

"一す

茄

3

一14

一16

万

⊥

万
頂

編卜器
58605337

232012310

」

踊
蕊

328-r/一

璽 亙匝
12。512.gk2.6

9

一
36

【
30

一
8

一
2

85

7。3

患者 二於 ケル以上 關係

ノ憂 化 二就 テ

患者例 ノ中カラ先ヅ比較的 ヨク喰菌セラレタル

モノ(喰菌傘85%以 上)10例 ラ選 ピ、健康例二

於ケル ト同様二中性多核白血球 ノ核分葉撒 トノ

比較 テ試ムル。

其結果 ラ案 ズルニ患者 二於 テモ8個 以上ノヨク

喰 スル群 ト、比較的 ヨク喰 セザルニ群 テ分 ツコ

トハ正 二健康者 ノ如クデアルガ、而モ患者 ト健

康者 トノ聞二種 々ナル 径庭 ヲ登見 スル。先 ヅ

「ヨク喰セザル群」二屡 スル白血球 ノ最大喰菌籔

ガ李均2個 ト云 フ位置二移動 スル.乃 チ斯 クノ

如キ群 二屡 スル白血球 ノ機能 ガ著 シク褻ヘテ居

ルコトガ窺バレル。叉他 ノーツノ大 イナル差異

ハ「ヨク喰 フ群」二厩 スル白血球 ノ全 白血球撒 二

封 スル比 ガ何 レノ核 分葉撒二屈 スル トラ問ハズ

3942.2

3 23645.6

3 170 39.8

33.143

7 25.9

6 495

0。5暑41.4

3.79±0.123

3。67±0。051

3.78十 〇。060

3.85±0.091

3.90十 〇.22

4。00

3。75十 〇。037

スル統計値

標準偏差及
其確率誤差
1.35±0.067

1.29十 〇.028一

1,44十 〇.033一

1,28±0。053

i.48±0.138

1.49±0。027

著 シク減 ジテ、 從 ツテ 「ヨク喰 セザル群 二属 ス

ル白血球」ノ卒 ガ 多 クナツテ 居ル コ トデアル。

但 シ此場合 ニ アツテ 核分葉撒 ノ多 イモ ノ程 「ヨ

ク喰 フ群 二届 スル 白血球 敷」ノ減 少 テ見 ルコ ト

ガ比較的著明 デナィ ノハ、 一 ツニ分核数 ノ多 イ

老朽 ノモ ノガ結核病 二於 テ次 第 二寡 クナツテ居

ルコ トニ 胚胎 スルモ ノ ト察 セ ラ レル。(第6表

及 第1圖 参照〉

而 シテ以 上 ノ關係 ハ更 二同 ジク肺結核症患者 二

於 テモ貧喰 ノ極 メテ不良 ナ リシモノ(65%以 下>

10例 テ特 二選 ンデ同檬 ノ表 ラ作 製 スル コ トニ依

ツテー層明瞭 ナラ シムルテ得 タ。 甚 ダ旺盛 ナル

喰 菌能 テ示 ス群 二属 スル白血球 ハ殆 ン ドソノ姿

ヲ清 シタ。 「ヨ リ寡 キ喰菌能 テ呈 スル群」二属 ス

ルモ ノモ喰 菌傘 ガ更 二低 下 シ テ全然喰 菌 セザル

モ ノガ 最多藪 テ 占 メタノデアル。(第7表 及 第
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第6表 肺結核患者二於クル白血球喰菌能(1)(85%以 上)

核分

葉籔

中性

多核

A群llB群 A群 二關スル統計値

喰 菌 鍬
%

…

李均核藪及
其確奉誤差

異

標準偏差及
其確李誤差。剛2i3[}5i6i7蹴1

1 148
-

528
-

275

8 20 3022 21 3 1 1 42 28.4 2。43±0.092 1.39±0.054
一
2 19 55 9888 78

-

45

54
-

29
-

2

1・　
89

-

8.8

14 1 121 22.9 2.91±0.049 1.48±0.031
一
3

-

4
-

5

6 42

_一

3947
-

8

12
-

5
-1-一

1・54 20.4
-

20.0一

3.00±0.053 1.19±0.034

50　
5

12 8

一
4

-

1
-

149

1一

一
10一 2.87±0.19 1。80±0.120

1
-

130

2-一
2.76±0.437 1.47±0。310

一 一 一㎜㎝ 噌

1006

一
33

-

3.3

32 4 227 2.88±0.037 1.54±0、026

%

一
12.9

177165
--

17,616.4

一
14.8 3.2 0.4 22.6

韮

第7表 肺結核患者二於ク♪レ白血球喰菌能(2)(65%以 下)

核分

葉撒

中性

多核

A群lB群 A群 二關ス,レ統計値

喰 菌 欝
% 羅 鞍美隈講 美。[、12「314{51718以 上i

1
-

2
-

3

194
-

473

108 5214
一 一
14344

8 8 1
-

6
-

1

3…
11

1.5 0.74±0.053 1.10±0.037
}

240

一
19

-

19
-

1

一
9

一
1

一
2.3 0.78十 〇。034一 1.08±0。023

270 119 85 26
-

6
-

1
-

91㎜
9.3

一
8

-

1

12 4.4 0。89±0.051 1.22±0.036

4
-

5

39 18 13 ㎝ 0.82±0.056 0.53±0.039

7 5
-

490
-

50.0

1 一
47

㎝
26

-

2.6

0.43十 〇。183一 0.73±0.129一 一
983

一
294

-

30.0

26 8 1
-

0.1

0.80十 〇.023一 1.08±0。016

房 4.8 2.6 0.8

一
、

第1圖 白血球喰菌能ノ比較

0/2348ク 《ダ
5〃

%

3〃

2汐

〃

〃

)

懸

、

～
4 群 積

il

1

8i部
ハ鞠

＼

＼
㍉

}
「

∫ ㍉
il{

、 、
レ,

liノ

≒
ノぐ
〆 ㌔

ユ

_.ミ1
、 暫1

/「r

…
/
●

/
ψ

＼

乙」易イ
ギ ー}'
・1
、も

㍉ ㌦
・一・!
。. 濫卿 送

健 康人一一一 慰 者鹸 薗攣8∫%以幽)
…

… … 全 〈喰 穂肇8∫%欺 丁)

1圖 参照〉

健康人デ食喰能旺盛ナルモノデノ分核藪 ノ多 キ

白血球程甚 ダシクヨク喰 スル群 ノ細胞ガソノ撒

ラ減 ジ、比較的二中等度食喰 テ示 ス群 ノ細胞ガ

多 クナルコ トテ示 シタ。然ルニ結核患者 デハー

般二著明 ノ核左方移動 ラ呈 シ、何 レモ旺盛ナル

可キ細胞溝富ム所カラ分核鍬 ノ進ム程甚ダシク

ヨク喰 スル群 ノ細胞 ガソノ敷 チ現 ズル ト云 フ上

記 ノ現象ハ非常 二不鮮明ニナッテ來ル.而 シテ

之 トハ珊二何 レノ分核撒 テ呈 スル細胞 モー様二

申等度貧喰 テ示 ス群 ノ貧喰能 ガ更二著 シク低下

シ、同時 二甚 ダシクヨク喰 スル群 二屡 スル細胞

ガ著 シクソノ撒 ラ減 ジタノデアル。

後者 二屡 スル憂化 ハ最早細胞 ノ性質ノ些 カノ相

違 カラ生 ジタ慮 ノモノデナクテ、實二結核毒 ノ

如キガ白血球乃至造血器 テ直接障碍 セシモノト

見倣 サ・"ルテ得 ナイ所 ノ所見デアル ト思フ。

第 四節 自血 球全歎 ト喰 菌峯

トノ關係

白血球敷 ト喰菌傘 トテ同時二検査 シタ健康者例

カラ得 タ成績 二就 テ雨者間 ノ相關表 ヲ作製 シ

テ、其 ノ聞 ノ關係 テ知 ラント試 ミタガ、雨者間

二密接 ナルモノアルテ見出 シ得ナィ様 デアル

(第8表 参照〉.更 二表 ユ示 サ・"ルモ男女間 ノ差

異 二醐 シテ同様 ノ試 ミテ行 ツタガ、叉濃厚 ナル

關係 アルテ見ナカツタ。

次 二患者側42例 カラ得 タ成績 二就 テ爾者關係

テ前記同様二試 疋タガ、之叉爾者間二密接 ナル

關係テ見出サナィ(第9表 蓼照)。 男女別 二試 こ
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テ モ 同様 デァル。

診 ク トモ患者 二於 テハ 白血球撒 ノ多少 二不拘喰

菌能 ハ減退 スル コ トガ アルノデ アル。

第8表 健康者二於ケル喰菌奉 ト白血球

全鍛 トノ相關關係
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第9表 患者二於ケル喰菌率 ㍗白血球

全藪 トノ相關關係

第10表 喰菌奉 ト病型 トノ關係

1喰菌患者

奉

病 型

蓋

病竈 ノ大サ 縛 鯖
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第 五節 病型 ト喰菌峯

前報二行 ヒタルガ如 キ同様 ノ方法テ用 ヒテ、如

上 ノ喰菌卒減退ハ滲出型、檜殖型 ノ何 レニ圭 ト
も

シテ俘 フカ、又病竈 ノ籏 リ ト如何 ナル關係 二存

スル カ、疾病 ノ豫後 ト如何 ナル因果 關係 二存 ス

ル カニ麟 テ穂 考察 テ廻 ラセル へ 第10表 ニ

ソノ大艦 テ知 ルガ如 ク、滲 出型 、檜殖型 ノ何 レ

ニモ偏 スルコ トナ ク
、叉疾病 ノ豫後 二關 シテモ

著 シイ差 隔 テ呈 シテ居 ナ ィ。唯病竈 ノ籏 リニハ

多少 ノ關係 ガ存 スルモ ノ ・ヤウナ形 テ シ テ 居

ル。 唯例激 ガ寡 クテ遽 カニ断言 シ難 イコ トガ遺

憾 デアル。

貧喰卒 ノ大小 ガ滲 出型、檜殖型 ノ何 レニモ偏 シ

ナ ィコ トへ 正 二前節 二之 テ詮 シタル如 ク、貧

喰 率 ト白血球全撒 トノ間 二密接 ナル關係 テ見 ナ

ィコ ト・モ封癒 スル。 白血球全藪 ノ壇加 ハ寧 ロ

滲出型 二於 テ專 ラナルガ故 デアル。喰菌率 ハ以

上 ノ如 キ観貼 カ ラハ病型及 ビ ソノ経過豫後 ト特

二甚 ダ シク密接 ナル關係 テ示 サナイモ ノ・ヤウ

デ アルガ、一面喰菌寧 ノ滅退 ハ勿論肺結核症 二

於 テソノ経 過 テ不良 ナラ シムルー原 因 ト見 ル可

キデ アツテ、喰菌率不良 ナルモ ノハ引 イテ何 等

カー聯 ノ病型 テ呈 シテ居ル デアラウコ トハ疑 テ

容 レナィ。其庭 デ多少 ノ手懸 リヲ求 メン トシテ

別 二次 ノ様 二喰菌卒 ノ甚 ダ不 良 ナ リシモ ノ ・ミ

,9集 メテ ソノ病歌 テ吟 味 スル所 ガ アツタ。(第
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第11表

性年鴫 喰隔 歌

喬縫 欝躍 腎臓繊
進行性滲出型
左腕全面

進行性滲出型
両腕全面空洞

進行性滲出塾
友肺上野

停止性増殖型
左肺全面

第 12 表

氏 名周 年礁 喰

余 54 30

一 辛 ,59152

検 診

腎 炎

腎 炎

結果 八 次 ノ如 クデアツテ、 食喰 傘50%以 下 ナ

リシモ ノ5名 中3名 二於 テ 明白 ナ ル 腎臓結核

一
、腎臓 炎ニ テ経験 シタρ 偶 ≧対 照例 中健康 ト

思 ヒテ検 査 セル中二貧喰卒甚 グ劣弱 ニ シテ診察

ノ結果腎炎 ヲ有 セル コ トヲ襲 見 セルモ ノ2名 ア

リ、(第12表 参 照)彼 此相対照 ス レバ誠 二面 白

キ所 見 デ アツタ ト云 フコ トが出来 ル。 因二食喰

能50%以 上 ノ被検 患者 デハ 多数 ノモ ノ ・申著:

明 ノ蛋 白尿 其他腎炎所 見 ヲ'呈シタモ ノハ1名 モ

ナカツタ ノデ、特 二腎臓 ノ障碍 が此結果 ヲ及 ボ

スモ ノカ、 將3ζ貧喰 障碍 テ來 スガ如 キ毒物 が能

ク腎臓 テモ刺戟 スル モ ノナル カバ實 二後 日ノ研

究問題 タル可 キヲ失 ハナイヤウニ思 バ レル。然

シ断 定的 ノコ トハ此際云 フテ避 ケナケ レバナ ラ

ヌo

11表 参 照〉

結

1。 本報 告 ハ結核患者 白血球 ノ、 ソノ血液 内 二

於 ケル結核死菌 二封 スル貧喰 ノ態度 二親 テ検索

シタ所 ノモノデアル。

1.肺 結核患 者 二於 テソ ノ白血球 ノ結核 菌貧喰

率 ハ___..般二低 率 テ示 シテ居 ル。疾 病型(若 シク

ハ培 殖型 卜云 フ分 チ型)ト 卒 ノ大小 トノ間 二何

等 ノ密接 ナル規 則 アルヲ知 ラナィ。 唯病竃面 ノ

大小 トハ恰 モ著 シイ關係 テ認 メ得 ルカ ノ如 クデ

ア ルa

1.健 康 者 デハ中等度 二食喰 テ示 スA群h,非

常 ニヨ ク貧喰 スルB群 トノ白血球 二二群 ラ分 チ

得 ル モ ノ ・如 クデ アル。 ソシテ核分葉 撒 ノ多 イ

モ ノ程:B群 が減 少 シ、從 ツテA群 が檜 スヤウナ

傾 向 が見 ラレル。然 シ乍 ラ寡 クトモA群 二屡 ス

ル白血球 ハ核分葉 鍬 ノ大 小如何 二不 關t一 様 ノ

:貧喰能 ヲ呈 シテ居 ル。

1.然 ルニ喰:菌率低 下 テ示 セル肺結 核患者 デハ

此 蘭係 二於 テ健康 者 ト大 イニ異 ナルモ ノァルラ

認 メル。乃 チ先 ヅB群 二屈 スル白血球 が次第 ニ

ソノ蔭 デ ヒソメ、 掲 リA群 二届 スル白血球 ノ卒

論

均食喰傘 パー般 二分核 激 ノ如何 二不 拘一様 二甚

ダ シク減退 スル ノ傾 向 テ示 ス。之 ハ個禮 が左方

移動 ナル現 象 テ以 テ旺盛 ナル幼若 白血球 テ懸命

二産 出 シテ居 ルニ不拘、貧喰 能低下 テ來 セルモ

ノデハー・檬 二外部 カラ白血球 ラ侵 シテ居 ル何 モ

ノカガ(例 ヘバ毒作 用)存 スル コ トテ意味 スル。

1.肺 結核 二於 テ甚 グシキ貧喰能 減退 テ呈 セル

モ ノハ紗 ク トモ一部 二於 テ腎臓障碍 ト何等 カノ

特殊 關係 二存 スル コ トテ思ハ シムル モ ノ ガ ア

ル0

1.之 ラ要 スルニ本報告ハ襲 キニ著者 が肺結核

患者 ノ墨粒貧喰能 二於 テ経験 セル事實 テ愈 ≧裏

書 シ、且詳細二種々敷術 スルコ トラ得 タモ ノデ

ア ル 。

乃 チ紗 ク共白血球 貧喰能 ノ著 シキ減退 ラ呈 セル

結核患者 ノー群 テー種:ノ中毒作用 ラ被 レル者 ト

見倣 シテ治療上特殊 ノ対策 ラ講ゼンコトテ要ス

ノレ0

欄筆スルニ臨 ミ、終始御懇篤ナル御指導蛇 二御
レ

校 閲 ラ賜 ハ リシ、所長 日置博 士 二謹 ミテ謝 ス。
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